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序

「悲劇 は実際,み じめ さに対す る力強い足蹴で あるべ きだ.そ れ なのに 『五つの町の ア

ナ」 は不幸 の承認 のよ うに思 える フ ロベ ール以来のすべての現代的 しろ もの はその通

りだ」1)とD.H.ロ レ ンスは,手 紙 の中で言 う.

1912年 の秋頃,ロ レンスは,恩 師の妻 フ リーダ と駈 け落 ちをして,チ ロル ・アル プスを

越 えて,イ タ リアの ガル ダ湖のほ と りで,極 度に貧 し くて金 もな く,遠 い異国で の滞在で

もあって,イ タ リア語の話 し声や歌 などを楽 しんで はいたが,英 語の印刷物 は もう5ヵ 月

も目にしていなか った.友 人か ら送 って貰 った当時文壇の一人者だ った ア0ノ ル ド・ベ ネ

ッ ト(ArnoldBennett)の 『五つの町』の アナ』(AnnaoftheFiveTowns)は,ロ レ ン

ス自身 の生地の方言に近い もの を感 じさせ,彼 は一種 のなつか し ささえを もって一気に読

んだ.そ の感想の一部が先に引用 した手紙の文で ある.そ こで は,ま た 「僕 はイギ リス と

その希望 を もた ない状態 を憎む.僕 はべ ネ ッ トの忍従 を憎む」2)と も言 ってい る.

ロレンスが主 として,当 時流行の リア リズム小説 家ベネ ッ トの この作品 に刺 激 され て,

自分 もベ ネ ッ ト流 の作品 を書 こ うと思い たった とい うこ とは,何 れ の批評家 の意見 も一致

してい る見方で ほぼ確かだが,先 に引用 した手紙で も分 るよ うに ロレン スは べ ネ ッ トを

「憎ん」だので ある.従 って ロレンスの書 こうとした ものは,ベ ネ ッ トの向 うを張 って一・

見ベネ ッ ト流 に見 え るか も知れ ないが,そ の実 はべ ネ ッ トへ の反抗で あっただろ う.

この小論で は,1912年 とい う時期に 書 きはじめ られ相 当部分 を書かれ たのち,長 年 にわ

たって 中断 もし くは放棄 され,年 月 を経て1920年 に 殆ん どその全篇 に筆 を入れ3),題 名 も

当初 の 『パフ トン嬢 の叛逆」か ら 『堕 ちた女』4)に変 え られて完 成 した作品の成立事 情 と,

そ の題名 の発展的変更 の意味す る ものを考察 し,こ の作品 の手法 ・構造 と主題 を究 めてみ

たい.

この作品 は,ロ レンスの約10篇 の長篇小説 の中で,従 来最 も 問題 に され る こと も少 な

く,ま た低い評価が与 え られ ることの多い もので ある.例 えば,ス トー リー構成面につい

て も,通 例 この作品の第一の弱点 として,『 堕 ちた女」 は,二 つまたは 三 つの 部分に分裂
ト 　ン

していると論じられる.主 としてその各部分の調子の 大 きす ぎる変化に よる アンバラン
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ス,従 って各部分が有機的 にま とま りのない ものになってい る,と い う点が批判 され るの

で ある.

例 えば,三 つの部分 に分 け られ る場 合は,普 通,(1)ウ ッ ドハ ウス(Woodhouse)と い う

地方産業都市 において洋品商か らい ろ い ろ の 事 業 に 手 を 出 す ジ ェイムズ ・パ フ トン

(JamesHoughton)の 独 りよが りな活動 とその陰にか くれ るよ うに成 長す る彼 のひ とり

娘 アルヴ ァィナ(Alvina)の 成 長過程か ら,第 四章 「二人 の女性 の死」 で彼女 の病 身な母

と古風で厳 し くまたアル ヴ ァィナを愛 して もい る家庭教師 ミス ・フロス ト(MissFrost)

の死 まてを第一 の部分 として,(2)第 五 章 「伊達男」 あた りか らジ ェイムズの最後 の企 て と

して安 映画館兼劇場経営 に伴 うナ ッチ ャ ・キー ・タワラ座(TheNatcha-Kee-Tawaras)

の こ とを中心 として,最 もコ ミカル な,あ る意味で どたばた的要素 を含み,ま た アル ヴ ァ

イナの一見訳 の分 らぬ行動や幾つか の男性 との交渉(そ の中に,の ちに深 く関 わ りを もつ,

タワ ラ座 の一劇団員 イタ リア人の チチ オ(Cicio)と の初期 の触れ 含い も加 えて)を 取 り扱

い,父 ジ ェイムズの急死 のあ と第十一章 「名誉 あ る 婚約」 あた り までが 第二の 部分 とな

り,多 くの評家か ら最 も手厳 し く批評 され る箇所 であ る.(こ こか ら,F・B・ ヤング(F・B・

Young)の 「最初の部分 は読 め る,中 頃は……全 くのたわ ごと,終 りの部分 は賛嘆 に価す

る」.7)とい う評 も出て くる.)(3)第 十 二章 「アレイ も婚約」 あた りか ら,ア ル ヴ ァィナ とチ

チオの関係が一種 の真実味 のある迫真性 を もち始 め,二 人 してイ タ リアへ脱 出して チチオ

の故郷 にひ とまず落 ち着いて終 る最後 の部分 は,概 して 「ロレンス的」 とい った感 じを多

く与 え るためか,評 家 も真面 目に とりあげる者が多いが,こ の部分 を も含 めて この作品に

い わば 「詩的真実性」 の欠如 を指摘す る評 も少 くない6).

しか し,こ れ は,ロ レンスの 前作 『息子 と 恋人』(SonsandLovers)と か,『 堕 ちた

女」 とほぼ同時代に書かれた 『虹』(TheRainbow)や 『恋 す る 女 ナこち」(Womenin

Love)7)な ど と比べ ての異質感が基底 にあるよ うで,こ の 『堕 ちた女」 は,ロ レンスが他

の作品で余 り直接 とりあげてい ない商業 にお ける金銭 の もつ意味 と産業界 における人間 の

地位観念 とを真正面か ら扱 っていて,作 品成立 の事情か らも後述す る通 りその題材に対す

る ロレンスの姿勢 が根本的に他の作品 と異 なってい る以上,こ の 『堕 ちた女」 は余 り狭 い

意味で の 「ロレンス的」で あるとか ない とか を無意識的に も全的 には もち込む ことな く,

ロレンスの全作品に対す るこの作品の位置 づけをはか る と共に,独 立 した一 作品 として も

見 る複眼 を要す るであろ う.こ こでは,こ うい った文体や構成 の面 を も含 めて,先 に言 っ

アこ視点で この作品 の世界 を分析 してみアこい と思 う.

一 主として文体と構成の両面から

現実 とい うものは大 抵,重 苦 しい,ま た は同時に浅薄 な もので ある.こ れに対 して ロレ

ンスは,も と もとそ うい う現実 に反携 を持 った もので あるか ら,彼 の 「リア リズム」 は,

お のずか ら一種 の アイ ロニカル な態度 を内に含 まなけれ ばな らなか った と見て よいだろ う.

これが,こ の小 説 の,特 にベ ネ ッ ト張 りの 「リア リズム」 の要 素の強い 前三分 の二 までの
yツ チ

あ た りに コ ミカル な筆触 を感 じさせ る理 由で ある.し か しこの部分 とい えど もそれほ どコ

ミックな もので あろ うか.た とえば,ジ ェイムズが地方町 の普通の客 の求 める もの を念頭

におかず,ま るで世界中の王公貴族が彼 の店にや って くるよ うなつ もりで最新流行の服地

を仕入れ 「蝶 のよ うに彼 の織物 の上 を飛 び舞 った」(14頁)8)と い っアこ描 き方 も,こ れ はそ

の前後 の文体や小説 の流れ全体 を考察すれ ば,後 に述べ ることになるよ うに,単 に コ ミカ

ル とい うの とは違 って別 の意味 ・趣 きを もつ もので あ る.そ れ は,コ ミカル とい って も,
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ロレンスは前述した事情からその内奥においては真面 目であ り(ま たロレンス特有の真面

〔さ 鋭い感受性で人生 ・世界の問題を直視する特質 は彼の文学の全領域にわたる

ものであるので),い わゆる大人のユ0モ アなどといわれるものとも違い,ま して 笑いの

ための笑いをね らう滑稽の要素とは縁遠い ものあるか らである.

その証拠に,こ の作品はその前半す ら決して軽い気持で 読める ものとばか りはいえな

い.語 の選択 も凝っており,書 き出しの叙述の仕方か らして,発 展途上の産業の町ウッド

ハウスとそこで商業を営むハフ トン家の歴史が,や や込み入った仕方で紹介 され る.第 二

章の冒頭で 「この物語の女主人公はアルヴァィナ・パフ トンである」(32頁)と 宣言す る前

に,第 一章で1920年 に各階層の人々をもつように複雑化 され発展した中部イングラン ドの

産業町の状況から書 き起 して,つ いで第一次世界大戦前の1913年 に遡 り,中 産階級の未婚

女性の問題に触れたのち,ま た 「アルヴァイナの赤ん坊であった1880年 代初期に,い や も

っと以前のジェイムズ・パフ トンの輝かしい隆盛の年にまで遡ろ う」(12頁)と,ジ ェイム

ズが28才 で家業を継 ぎ,大 通りに面して四角い どっしりした店舗付 きの立派な家マンチェ

スター ・ハウスを建てsア ルヴァィナの母たるべき年上の女性と結婚するところまで遡 る.

これは,当 時のロレンスの一つの院点と考えられる.『堕ちた女』は,『息子 と恋人』の

完成直後,の ちに 『虹』と 『恋する女ナこち』 との二長篇に分れてはや く完成した 『姉妹』

(TheSisters)と い う仮題の作に着手する前に,最 初 『パフ トン嬢の叛逆』として書きは

じめられナこのである.周 知の通 り,『姉妹』 も後に 『恋する女たち』 となった部分を 主に

していたのであって,次 第に年代を遡って,次 々と小説中での以前の世代へと書 きのぼっ

て,結 局は 『虹』 となった部分が生じそれ自体が実にブラングェン家三代の物語となった

とい うことは,ロ レンスが人間の生の歴史の牽引と反挑とい う絆とで もい うものに強い関

心を抱いていたことを示している.そ ういえば,『 息子 と恋人』 も二つの世代における反

撹 と継承とい う微妙な関係の中に真の生 と愛の問題を取 り扱っているのである.こ の世代

の関係であらわれる人間と社会の絡みあっナこ状況の巾での,前 の世代 との微妙な絆 と反携

こそが当時のロレンスの創作上の一・つの大 きなモチーフをなしていたといって も差し支え

ない.『息子と恋人』の悲劇的な 両親の結婚生活から,そ れを自己の問題 として荷ってゆ

くボ0ル,『 虹』の社会状況の発展や それに伴 う男女の結びつきの種々相の象徴的な取 り

扱い方,こ れらの作品とは趣 きは大 きく異なっていても 『パフ トン嬢の叛逆』は一つの脈

絡を もつものであって,作 品の中で父ジェイムズのもつ意味は従来よ りももっと考えられ

るべきであろ う.

先に述べたようにこの作品の前半における社会やジェイムズの描写をある程度評価する

評は少 くない.し かし,ロ レンス特有の新旧の世代 と社会とい う絆のもつ意味において,

ジェイムズや,ア ルヴァィナの家庭教師 ミス ・フロス トの意味は もっと重要である.

ジェイムズは 「夢見る人で,ど こか詩人的性質を帯びる者」(13頁)で あるとされるが,

「勿論商業上の意味で」 と付け加えられている通 り,彼 は金銭(富)と それに基 く社会的

地位 とい う既成社会の0つ の古い観念に基盤を もつ人間である.そ してやや椰楡的に もと

れる調子で 「上品な会話,上 品な文学そして上品な キリス ト教に対する好みを もってい

ナこ」(13頁)と あるよ うに,す でに 「確立 された社会」(11頁)に おける彼の地位からくる

何かいわゆる三代目を思わせるような教養洗練を備えている.こ こに彼の特質の0面 があ

るのであり,そ れが一つには彼の 「夢見る人,詩 人的」 といっアこ性質を帯びた商業活動の

面にあらわれて,地 方都市の購買者の好みを無視して上品な洗練されアこ一一級品の洋品のみ

を仕入れ,ま たそれが うま くゆかないと,低 質の石炭 しか出ない炭坑を買いとって経営し
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た り・最後には安映画館兼劇場 の経営 に乗 り出した り,次 々 と己 れだけの独善的 な事業 に

夢中にな る.ま た一 つには,娘 アル ヴァィナの教育 は古風で厳格 な家庭教師 ミス ・フ ロス

トに任 せ き り良家の子女 として訓育 させ,ま たその他の家庭 や家計 のことな どほ とん どか

え りみない.従 ってアルヴ ァィナについ ては25才 に な るまでは 「彼女 と母親 はジ ェイムズ

・ハ フ トンの運命 の船 の幻 のよ うな乗客 で あ った」(32頁)の で あって ,ジ ェイムズは周

囲 の人 を生かす存在で もな く,ま た彼 自身 の活動 も金銭(富)や 社会的地位 とい う既成観

念 の上 にのみ成立 していて遂に はその中で死ぬ ので ある.す なわち結婚 して,記 念碑的 な

堂 々た るマホガニ0製 の家具 の備え られた マンチ ェスタ0・ ハ ウスに連れて来 られた妻 も,

ジ ェイムズはその持参金 の少な さに不 満 を感 じた のをはじめに,や さし くはあ るが人形 扱

いに して,ア ル ヴァィナの誕生後 は,寝 室 も別に して しまい,自 分 の 「夢見 る人」 として

の事 業活 動に没頭 し,妻 は神経性 の心臓病 を患 って比 較的早 く死ぬ.

し かし,こ のジ ェイムズの同 じ特質 は も う0つ の面 を もち,彼 はあ る種 の 「三代 目」 と
　 　 　

は違って,自 分の 「夢」を追 う 「詩人的」活動家である.ひ とりよがりのところはあるが
　 　 　 　 　

自分自身の欲求に従って,自 分の世界を創 り出して新しい冒険にもまっし ぐらに突 き進ん
　 　 　 　 コ

で ゆ くエネルギ ィの持 ち主で ある.そ れ のみ な らず,彼 はアル ヴ ァィナが23才 の 時彼女の

前 にあ らわれた初めての恋人 とも い える オース トラ リア人 の アレクザ ンダー ・グ レァム

(AlexanderGraham)と い う色の浅黒い,英 国で修業 中の医師 の卵 の青年の問題に対 し

て も,ア ル ヴァィナの母 や ミス ・フロス ト,そ して洋 品業の マネジャー格 で家政婦 的存在

で もあ る ミス ・ピネガ0(MissPinnegar)の 如 く最初か ら偏見的に毛嫌い を示 さず,ア

ル ヴァイナが彼 の帰 国 と共 に遠い オース トラ リアへ行 くことについてだけ彼女 と次 のよ う

な会話 を交 す,

`Well,ofcourse,you'lldoasyouthinkbest.There'sagreatriskingoingsofar

agreatrisk.Youwouldbeentirelyunprotected.'
`Idon'tmindbeingunprotected ,'saidAlvinaperversely.

Becauseyoudon'tunderstandwhatitmeans,'saidherfather.(p.38)

そして,「彼はちらと彼女を見た,多 分彼は他の誰よ りも彼女をよ く理解していた」(38頁)

のである.

アレグザンダーに対 しては,ア ルヴァィナ自身に もまだ非常に曖味な矛盾 した気持 もあ

って,結 局周囲の反対に屈してしま う形 となってしま うのであるが,こ こで見逃し得ない

のはジェイムズの極めて公平なとで もい うべ き態度のみならず,「 そんな遠 くへ 行 くこと

はお前は全 く保護のない状態になる」 ことだ とい う彼の言葉 と,「保護のない 状態 など構

わないわ」 とい うまだ十分に自覚のなさそうな娘の返答に対しての 「それはお前がそのこ

とが どんなことか分っていないか らだ」とい う彼の評言であると思われる.こ の評言に も

二層の意味合いが含まれている.す なわちこのジェイムズの言葉は,こ の時点における娘

アルヴァィナに関してかなり的確な配慮 ・心配を示しているのだが,同 時にそれは実は彼

自身の存在様式に根差した もので もあるのである.実 際彼の行動エネルギ ィも生地 ウッ ド

ハウスか ら一一歩 も出ないものであるのみならず,ミ ス ・ビネガーらの代表する世間の感覚

か ら見て一種の堕落 ・体面汚しともとれる劇場経営とい う興行界へまで事業の質をとおし

てゆ くことに至るまで,や は り全 く既成社会観念の金銭(富)を 目指す活動の枠の中のも

のであり,彼 の 「夢みる人」としてのエネルギ ィもその意味では古い社会観念の範囲内で
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のまさに ぎりぎりまでの活力であっても,そ の線は越えていないこととなる.従 って彼は

依然 として既成観念、の 「保護」の下に存在してい るのである.こ こか ら彼の娘に与えた 「全

く保護のない状態になる」 とい う警告は,彼 自身の生存基盤から発せられたものであ り,

却ってそれだけ重昧と真実味をもつものとなっているのである.

このジェイムズの二つの相,一 つは他人の分別 くさい思慮を踏みこえて彼 自身の社会観

念のぎりぎりまで自己の 「夢」を駆る活力と,や は りその彼自身の固い基盤からは全 く跳

躍し得ない限界が,先 に引いたアルヴァィナへの忠告や姿勢に表われているのである.そ

してアルヴァィナは,あ る意味ではその一方の活力を一・層徹底して 受け継 ぎ,他 の一方

のマンチェスター ・ハウスの象徴する古い死んだ殻に叛逆するわけである.そ の意味でア

ルヴァィナにおけるのは,「叛逆」 といっても,こ の小説世界の中に しっか りと肉付けさ

れたものである.す なわちアルヴァィナの叛逆や未知の世界への旅立 ちも最初から確固と

した強い ものでは決してなく,多 くの面で古い世界の方にひきず られ勝ちな道程の中で,

徐々にしか も一・度ならず動揺しながら真の自我の確立とともに徹底さを達成してゆ くわけ

である.こ れらの意味でこの作品の前半と後半は決 してそれほど異質的に分裂 したもので
ト　ン

な く,そ れぞれの部 分の調子の相違 もかな りの内的必然性 を もつ もの とい えよ う.

しか し 「アル ヴ ァイナは 世間普通の人閥ではない.普 通の人 には普 通の運命 があ るが,

普 通でない人には 普通でない運命 があ る」(107頁)と 説 明 され るアルヴ ァイナは,そ の資

質 のある面 を父親か ら受け継 いではい るが,遂 にはジ ェイムズの既成道徳 の世 界に根本 的

に叛逆 し,新 しい未知の世界(既 成道 徳1の外 の世 界)へ 「堕 ち」 てゆ くので あ る.ア ル ヴ

ァィナの叛 逆す る世界をよ り一層端 的に示す のは,終 始真 面Uな 筆致で描かれ てい る家庭

教師 ミス ・フロス トで あろ う.彼 女 は 「夢」 な どを もたない旧世 界 ・既成道徳 の鑑 であ る.

彼 女は アル ヴァィナを心か ら愛 し,毅 然 として生 き,彼 女の死 と共に マンチ ェス ター ・ハ

ウスの 「実在性 はその家か ら去ってしまった」(70頁)と 感 じ られ たのであ る.し か しそれ

よ り大分以前に,ミ ス ・フロス トの愛情 の こもった厳格 な訓育の下 に知性 ・物腰 ともに若

い淑女 として成長 してゆ く少女 アル ヴァイナは,時 折何か を咽 け るよ うな調子で荒 々し く

は しゃぎの発作をお こす ことがあ る.そ のよ うな時 ミス ・フロス トはその何か怪物 のよ う

な表情を見て全 く不安 にな り心 が冷 た くな る.そ して 「彼女の愛す るヴ ァィナほど完全 に

自分 と無 縁で理解 も共感 もで きない ものは知 らない」(34頁)と 感 じる.そ れ に また アル

ヴ ァィナの方 も,半 ば衝 動的に もはや ウッ ドハ ウスに生 き埋 めになってい るこ とに堪 え ら

れな くなった と言 って,良 家の了女 としては余 りそ ぐはない とされ る助産婦志望 を 宣 言

し,そ の修学 のため家を出て イズ リン トンの訓練所 に行 き,そ こで それ まで と うって変 っ

て生 き生 きと過 し血色 もよ く肥 って きた時,一 度 イース ター祭の休暇で家に帰 って相変 ら

ず の愛すべ きしか し古い ミス ・フロス トに接 したの ち,次 の よ うに感 じることを作者は代

弁 してい る.「 今や ミス ・フロス トの死 ぬべ き時 が来 た.完 全 に 開いて 生をま っと うしナこ

花 は摘 み とられ て不死 の世界 に入 るべ き時だ った.」(51頁)

この ミス ・フロス トは 「ジ ェイムズ ・パ フ トンを好まな く軽蔑 もしていて,彼 に偽 善者

のにわい を嗅 ぎ,彼 の気取 った優雅なひ と りよが り,… …そ して何に も増 して彼 の妖精 に
　 　 　 　 　 　 　

も似 た空想的気 ま ぐれ をひ どく嫌 った.」(18頁,傍 点 筆者)し か し,ア ル ヴァイナは この

父親 の 「yL'想的気 ま ぐれ」 の所業 を通 して,新 しい世界へ と入 ってゆ く面があ る.す なわ

ち ジェイムズが うま くゆか ない 家業 の活路 を求 めて,ま た して も山気の よ うな ものにつか

れて炭坑 の経営 にの りだ しアこ時,ア ル ヴ ァィナは一 日ふ と気 ま ぐれ半分に一度 だけ炭坑 を

訪れ坑 内に降 りてみた時,彼 女の特異 な感覚 を通 して一つの ビジ ョンを見 る.坑 夫達は黒
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ずんで幽霊じみて見える,

Therewasathicknessintheair,asenseofdark,fluidpresenceinthethickatmosphere,

thedark,fluid,viciousvoiceofthecolliermakingabroad-vowelled,clappingsoundin

herear.Heseemedtolingernearherasifheknewasifheknewwhat?Some-

thingforeverunknowableandinadmissible,somethingthatbelongedpurelytotheunder-

ground:totheslaveswhoworkunderground:knowledgehumiliated,subjected,but

ponderousandinevitable......shefeltherselfmeltingoutalso,tobecomeamerevocal

ghost,apresenceinthethickatmosphere.(p.64)

そして彼女は地上に上ってか ら

theforceofdarknesswhichhadnomasterandnocontrol......Thepuerileworldwent

oncryingoutforanewJesus,anotherSaviourfromthesky,anotherheavenlysuperman.

WhenwhatwaswantedwasaDarkMasterfromtheunderground.(p.65)

と感 じる.ま たその後,ジ ェイム ズが最後 の企 て として安 っぽい映画 館兼劇場経 営を手 が

けた時,ミ ス ・ビネガーは勿論,町 の人々 も彼 と彼の家の堕 落 を思、ったのだが,無 声映画

伴 奏の ピアニ ス トに された アル ヴ ァィナは(助 産婦開業 に失敗 して また しぼんだよ うにな

っていたのだが)却 って再 び生 き生 きとして くる.そ して この田舎芝居小屋 に巡 回して来

た旅 の一座 ナ ッチ ャ0・ キー ・タワラ座 の一員,素 性 もさだかでないイ タ リア人 チチオ と の

こそ徐 々に彼女 は別種 の世界 の絆 を結 び,種 々のい きさつの後,彼 と共 に この 「天か らの

新 しい救世主 を求 め る」古い上品 なウ ッ ドハウスか ら 「大地 の下か らの暗い主」 の もとへ

「堕 ち」て ゆ くので ある.
　 　 　 　 　 　

ジ ェイムズはこの品位 をお とす事 業の最中に急死 し,多 大 の借金 を残 して,文 字通 りマ

ンチ ェスター ・ハウスは没落 し消滅す るので あるが,彼 の 「空想的気 ま ぐれ」は,ア ル ヴ

ァイナのために古い世 界を完 全に崩 壊 させ,ア イロニ カ リに 自 らはそれ と知 らず にではあ

るが,結 果 的にはアル ヴァイナに新 しい世界への道 を開 くチチオとい う一種 の遺 産をの こ

した とは見 られ ない だろ うか.す なわちアル ヴ ァイナは,マ ンチ ェス ター ・ハ ウス とい う

生 のない 「家」や,ミ ス・フロス ト等 に代表 され る古 き世界へ の半 ば盲 目的な 「叛逆」 か ら,

い よいよ 自覚 的に古 い世界 の観点か ら見れ ば 「堕 ち」 るとい う道 を選び とってゆ くのであ
　 　 　 　 　

る.父 の 「空想 的気ま ぐれ」 の もつエネルギ ィを受 け継 ぎ,し か も父が絶対的に縛 られて

いた社 会の枠 を突 きや ぶ ることによって,ま さに父が我知 らず徹底的 に破壊 したパ フ トン

家 とい う古 き基盤の廃櫨の中か ら,彼 女は何に も 「保護 されない」,い や 文 字 通 り"no

master""nocontrol"の 状 態で,い わば"underground"の 世 界へ と降 りてゆ くので あ

る.

ロ ス ト

ニ 「堕ちた」の意味と永遠の旅

ハ リー ・T・ ムアは この作品について 「これは繰 り返 し現われ るロレンスのテーマ,ア

ング ロ ・サ クソンの女性が"dark"な 男 の妻 とな ること,の 最初のあ らわれであ る。」9)と

述 べてい るが,む しろ ロレンスの作品を通 じてみ ると,男 女の結びつ きにおいて,自 己の

主 義や意 見を主張す るverbal(言 語 的)な 男 と,肉 体 に 根差す本質 的な美 しさ ・あアこた

かみの魅 力を もつnonverbal(非 言語 的)な 男 との系譜が見 られ る.す なわち 『息子 と恋
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人』 のポールや,特 に 『恋す る女 たち』のバ ーキンに最 もよ く代表 され る己 れの哲 学や感

情 を相手 にぶっつけて その葛藤 の苦悩 の中か ら真 の人間の 結合 を 模索す る型 の 男性 と,

『狐』(TheFox),『 処 女 とジフ.シー』(TheVirginandtheGipsy),『 チ ャタレ イ夫人の

恋人』(LadyChatterley'sLover)特 に その初稿 にお ける などにあ らわれ る主 人

公的男たちのよ うに 自らの男性 としての存在 その ものの中に肉体に基づ く魅 力 を もち,教

養や言語,ま たは感情 の激しい表現 な どに よ る対決 を経ず して,男 女間に主 として 「や さ

しさ」の交 流を通 じて,そ れ ぞれ趣 きは異 にしてい るが真 なる結びつ きを達成す る型 とが

認め られ るので あ る.そ うした意味においては 『堕 ちた女』 の後半の世界 は 『チ ャタレ イ

夫人の恋人』 の世界 に通 じ るものが あ るが,そ れに加 えてJ・ モィナハ ンは 「『堕 ちた女』

と 『チ ャタレ イ夫人の恋人』 は,出 版年 において八年 の隔 りが あるが,主 題的に そして中

心的な劇的動 向におい て密接 に関連 してい る…… これ らの場所(ア ル ヴ ァイナとチチ オと

の脱 出先イ タ リアの僻村 とコニ0と メ ラーズの密会の森)の 内的意義 を考 えると,そ れは

ロレンスの創造的 ビジ ョンを表 わす十全 の力を保 つよ うに思 われ る.と い うのは,イ タ リ

ア もラグ ビ0の 森 もアルヴ ァィナ とコニーが熱烈 な愛の体験において没入す る心の変 化 と

意識 の転 向のイ メージ化で ある」'0)とし てい る.

こ うしアこ肉体 その ものに備 わる魅力や,や さしさ,非 言語的な存在 の世界,そ してモ ィ

ナハ ンの言 う真 の愛 の体験 によ る 「心 の変化 と意識の転向の イメージ化」 としての場所 の

意味等が相乗 して,見 方 によれ ば観念的 ともい える余 りに哲学的葛藤の ない,ロ レンスの

もった真 の生命 の探求 の も う一 つの過程 のイメージが うかがわれ るのが,ア ル ヴ ァィナの

往 くべ き道で あ る.チ チオ と知 りあった後で も,独 立独歩で医者 とな り自分の力で得た立

派な邸 宅をアルヴ ァィナに見せ るミッチ ェル医師(Dr.Mitchell)の や や強引で純朴 とも

いえ る口説 きに押 し切 られ るよ うに アルヴ ァィナは 「名誉 ある婚約」 をす るが,こ うした

将来の社会的安定 の展望 を も捨 てて,何 時 も 「愚か しげな微笑」 を顔に浮かべ る口数の少

ない無 教養 なチチオに彼女 は運命 のよ うに牽かれ るので ある.チ チオの,常 識 などに囚わ

れない行動や,彼 の南 国的 な"dark"な 生 命か ら発す る 「や さしさ」は アル ヴ ァィナに と

っては,も はや彼女 の無意識 の領域に達す る牽引で あって,父 の負債 によって 自 らの「家」

を失 ったあ と最後 の 「家」 を象徴す る ミッチ ェル医師には 彼女の心にかすかに残 る古

い社会的な ものへ の一 つの誘惑 ではあって も 一一 命 の奥で共感す るものは もはや何 もな

いのであ る.

い よい よチチ オと共 にチチオの故郷 イ タ リアを目指 して英 国を離れ るアル ヴ ァイナに は,

ド0バ0海 峡か ら眺め る英 国の白亜 の崖 は次 のよ うな感懐 を もた らす:「 海面の 向 う側に

あって……長い灰色 の棺桶 のよ うに沈んでい った……あれが英 国だ!彼 女 の思い はウ ッ ド

ハ ウスに飛 んだ.す べての灰色の中心 自分 の家!」(347頁)こ こで アル ヴ ァィナは

「家」を 「故国」 をの感慨 を も もちつつ,つ いに灰色 の世界 か ら完全 に切 り離 され たので

ある.既 成社会の観念か らは完全 に 「堕 ちナこ」 のであ る,チ チオ との問に新 しい生命 の天

地 を生みだそ うとして.し かし,こ の作 品につい ては,そ のま さに結末 の部分 において も

0つ の大 きな意味 と問題 があ ると思 われ る.

イ タ リアの故郷 に着いてか ら,チ チオはまた違 った面 を もつよ うになる.相 変 らず アル

ヴ ァィナにや さし く,ま た イタ リアの寒 村の農民 らしく孜孜 しとして 働 く 日常では ある

が,以 前に タワラ座の座 長マ ダム ・ロシャール(MadameRochard)カ.一 言 っアこ通 り チチ
ホ　ム

オにとって英国的意味での家とは何の意味 ももたず,彼 はむしろ市場 とか,戸 外の共同社
ホ　ム

会 に属 してお り,そ うい う場 こそ彼 の家なのであ るのは 別 と して も,彼 は い ままでに な
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く,そ うした場所 で さかん に政 治 とか宗教 とかについて人々 と 「男性の」 議論をす るよ う

にな る.そ してそ うい った 「男性 の」議論 に関 しては,ア ル ヴ ァィナが広い心のつなが り

を求めて 自分 ともそ ういった話 をしよ うと試 みて も全 く応 じない.

チ チ オは 「政 治については少 しばか り社 会主 義的で,信 仰 については 自由思想 家」(350

頁)で あって,こ こに も 『チ ャタレ イ夫人 の初稿』(TheFirstLadyChatterley)の 森

番 オ リヴ ァ・バーキン(の ちの決定稿 のメ ラ0ズ)と 通 じ る面 が 一 寸 顔 を のぞ かせ る.

(し か もオ リヴ ァ ・バーキン と同じ く,チ チオは 自分 の思想や信条 で女 性をいかな る意味

で も支配 しよ うとしない点で,こ の両作品 は先 に も述べ たよ うに作 中人物が 言葉 によ る教

説的 な ものや抗争 を もたない類に入 る.)こ の チチ オの生 地,イ タ リアの僻 村に着いた時,
ロ ス ト 　カ 　 ル

「誤 りな く,ア ルヴ ァィナは堕 ちた女 となった.彼 女 は今 まで それ に属 してい たあ らゆ る

ものか ら切 り離 された」(370頁)の であ るが,他 面 この地の暮 しは余 りに も内容貧 し く,

周 囲 の自然 は(あ る種の美 しさは もってはいて も)余 りに厳 し く,加rて チチオや彼の叔

父パ ンクラ ッツ ィオ(Pancrazio)の 言 葉 に よれば,彼 女 は土地 の人 々か ら1こだ一時的な

滞在者,他 所者 としてのみ親切 らし く遇 され るので あって,こ の地の人 々はあ くまでお互

いに妬み深 く狭量でい じましい社会 をつ くってい ることを知 らされ るのであ る.

チ チ オとのつなが りも,こ こではやや0方 的な ものにな って,チ チオは ここの社会に属

してお り,ま た先 に述 べた通 り彼 の 「男性 の」世界 か ら も彼女 を締め出すのであ るか ら,

真 実 の ところアル ヴァィナに とってチチオ との世界 が とらえ どころがない稀薄 な ものに も

感 じられて くるとも言 え る.彼 女 はただ自分 か ら,チ チオに従 属す ることを学ばなければ

な らない.R.E.フ.リ チ ャー ド(R.E.Pritchard)は チ チ オの 「アル ヴァィナに対す る世

間社 会か ら離 れた性的支配」11)を主 張 してい るが,同 時 に,こ の作 品中の経験 はアル ヴァ

ィナの もの として 「ロレンスはアル ヴ ァィナを通 じて,強 固な男性 の性的特質へ の女性 の

自己 滅却 と従 属を模索 してい るのだ」12)と述 べてい る.男 女 の性的結 びつ きにおけ る男性

優位 の主張 を,こ の作品 につい てそれ ほ ど強調す ることが 『堕 ちた女』全体 の真 のテーマ

の解 明に どれ ほ ど比重が あ るか はおいて,ア ル ヴ ァイナの選択 と状況 におい て結局彼女 に

はチチオへ の 「従属」 のみが残 され たよ うに見 え るこ とは否 めない.こ の地で の寝床だ け

のよ うな小屋 のよ うな家,戸 外 の共同社会 の世界か らの締 め出しは,彼 女 にはその他 の新

しい生命 エネル ギ ィの世界 を何 ももた らしは しない.彼 女が,チ チオが 「彼女 をアメ リカ

か,あ るい はイギ リスか で きれば アメ リカへ連れてい って くれ る」 こ とを何度 とな く

望 む(378頁)の は 自然で あ る.そ こヘ アル ヴ ァィナの妊娠 と戦争(第 一次世界大戦)で

ある.イ タリアが参戦すればチチ オは応 召す るだろ う.ア ル ヴ ァィナは故国 の知人 テユ・一一一

ク夫人(Mrs.Tuke)か らの戦争 の興 奮を伝えた手 紙の中にあ るよ うには,妊 ってい る身

体では看護婦 として従軍す ることもで きない.「 彼女 の夫 彼女 は 自分 の 内部で心が死

に絶え るかのよ うに感 じた.」(378頁)ア ル ヴァイナは ナこだ チチオの姿 を見つめ るのみで

あ る.

当然 なが ら自分 の死 を見詰 め るチチオに対 して,.ア ル ヴァイナは 自分 の運命 は 自分 の意

志でつ くり出す ものだ と次 のよ うなや りとりをす る.

`Youwillcomeback?sheasked
.

Whoknows?'hereplied.

`lfyoumakeupyourmindtocomeback
,youwillcomeback.Wehaveourfateinour

hands,'shesaid.
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Hesmiledslowly.

`Youthinkso?'hesaid .

`Iknowit ......'

`Whotoldyouso?'heasked
,withthesamecruelsmile.

`Iknowit
,'shesaid.

`Allright
,'heanswered.

Buthestillsatwithhishandsabandonedbetweenhisknees.

Atlasthestirredherose.Hecamehesitatingacrosstoher.

`1'llcomeback
,Allaye,'hesaidquietly.

`1'llcomeback
,andwe'llgotoAmerica,'hesaid.

`Sure?'shewhispered ,......(p.400)

チチオは生還するかどうか勿論分 らない.し かしここで問題なのはアルヴァィナにみ られ

る生の緊張である.「確かね?」 とい う彼女の最後の言葉 も,チ チオに対する単純な念押

しでなく,ま して彼女自身の不安をあらわすものでもない.彼 女は 「普通でない」自分の

運命を自ら選びとって 「全 く保護のない」,何 らの既成の基盤 もない未知の 世界へ身を投

じてきたのである.

しかし,『息子と恋人」において ポールが,母 を失い恋人を失い,我 が身 も闇にか き消
　 　

されよ うとした全 くの裸の状態で,結 局死に背を向けて生への一歩を踏み出したように,

また 『虹」においても精神的に父母の世界 と別離し,偽 りの恋人を追いやって全 くの無の

中から生の虹を見たア0シ ュラのよ うに,こ こで見 られるのはアルヴァイナのいかなるこ

とが起ろ うとも決して敗北せず新 しい生命への旅へ歩 もうとす る姿勢である.そ れは,作

者ロレンス自身の,古 き何 ものに も囚われない生の探求の0生 の放浪の旅と通じるものと

言えよ う.単 なる 「叛逆」でなく 「堕ち」 るとい うことには 全 くの厳しさが あるのであ

る.
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Summary

TheLostGirl,WhichisatfirstentitledTheInsurrectionofMissHoughton,is

theworkthatisusuallynotsohighlyevaluatedbymostcritics,becauseitstheme

andstyle,particularlyinthefirsttwo-thirdsofthebook,doesnotseemtobeso

`Lawrentian
,'andalsobecausethenovelseemstobesplitintwoorthreeparts:it

hasnotartisticunity.Butinthisbook,Lawrenceunusuallyverydirectlydealswith

thequestionsofmoneyandsocialstatusontheverybasisofmen'sownwealth.In

thatsociety,anindustrialandcommerciallocaltowninthisbook,James

isakindof`dreamer,'andhisonlydaughter'sgoverness,MissFrost,
`fairyfantasy.'ItistruethatJames'sfantasyisinthecommercial

hisonlydaughter,Alvina,ratherinheritsherfather'sfantasticcharacter

energywhichdefiestheoutsidecondition.An

againsttheoldstandardofvaluein

inspiteofhermutuallovewithMissFrost.Onthisreasonthenovel

tohaveadilicateinnerunity.

Afterwards,AlvinabecomesacquaintedwithCicio,anactorofa

theatricaltroop,andfallsinlovemutually.Andwithhim,she

Cicio'scountry,Italy,abandoningallthestandardsofoldsocialvalue

father'sdeathandthefallofherhouse.Nowsheintendedlybecomes
`LostGirl

,'

journeyofsearchingforthetruelifeshouldbecontinuedevenafterher

withCicio,forItaly,ofcourse,isnotaparadise,andfortheoutbreak

WorldWartakesCiciofromher.Theconditionofbeingutterly

ThisbookdealswithAlvina'shalf-blind`insurrection'

conditionwithherinheritanceofherfather'sfantasticvitalenergy.

Houghton

hateshis

line,but

andvital

dAlvinafirsthalf-unconsciouslyrebels

thesociety,whichMissFrosthighlyrepresents,

canbesaid

third-class

finallygoesto

afterher

anutterly

searchingforthetruelifewithanuneducatedbutwarmCicio.Buther

marriage

ofthefirst

`lost'isahardone .

goingsofartothereal,`lost'


